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平成１８年５月８日

農 林 水 産 省

平成１７年度市販輸入野菜等に関する残留農薬実態調査の結果の概要

について

独立行政法人 農林水産消費技術センターは 「市販輸入野菜等の残留農薬、

実態調査実施要領（平成１６年６月２２日１６消安第2576号。消費・安全政

策課長通知 」に基づき、(1)FAO/WHO合同残留農薬専門家会議（JMPR）におい）

て急性参照量が定められている農薬の残留実態調査と(2)輸入野菜等の残留農

薬実態調査を行っています。

平成１７年度の調査結果を取りまとめましたので報告します。

Ⅰ．急性参照量が定められている農薬の残留実態調査の結果について

本調査は、平成１６年度から３年間かけて十分なサンプルを分析すること

としており、平成１７年度の調査結果については、中間的な報告として結果

を公表します。

なお、正式な調査結果については、十分な分析データを蓄積し適切な検討

を行った上で公表する予定です。

※ 急性参照量とは、短期間（普通は１日）に摂取しても、健康上の悪影響を被ることの

ない、食品ないし飲料水中の物質量の推定値。[mg/kg bw]で表される。
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○調査結果

１ 食品衛生法に定められた残留農薬基準値を超過した検体はなかった。

２ 農薬の検出状況

①生鮮野菜( )ブロッコリー：４０検体

農 薬 検 出 状 況
原産国 検出農薬 定量され 検出濃度 定量限界 検出限界 残留農薬基準

た検体数 (ppm) (ppm) (ppm) 値等 (ppm)
中国 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ １ 0.01 0.01 0.005 ５(保留）

※ 表の中の残留農薬基準値等の欄の(保留)は、農薬取締法の農薬登録保留基準値。

生鮮果実（オレンジ：４０検体）②

農 薬 検 出 状 況
原産国 検出農薬 定量され 検出濃度 定量限界 検出限界 残留農薬基準

た検体数 (ppm) (ppm) (ppm) 値等 (ppm)
アメリカ ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ １７ 0.01～0.4 0.01 0.005 1(残）

ｼﾞｺﾎｰﾙ 3 0.02～1.4 0.02 0.01 －
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞ 2 0.01～0.05 0.01 0.005 2(保留)
ﾝ
ﾌｪﾆｿﾌﾞﾛﾓｰ 2 0.2～0.4 0.01 0.005 2(保留)
ﾄ
ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛ １ 0.52 0.01 0.005 －
ﾋﾞﾝ
ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 1 0.39 0.02 0.01 －
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 1 0.03 0.01 0.005 0.1(保留)
ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛ 1 0.3 0.02 0.01 1(残）
ﾝ
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 1 0.01 0.01 0.005 2.0(残）
ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 1 0.2 0.01 0.005 5(保留)

※ 表の中の残留農薬基準値等の欄の（残）は、食品衛生法の残留農薬基準値 （保留）。
は、農薬取締法の農薬登録保留基準値。
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Ⅱ 残留農薬実態調査結果について

１ 調査結果の概要

種 類 検体数 食品衛生法に基づく残留
農薬基準を超過した事例

２３９ ０生鮮野菜
２１０ ０冷凍野菜
７９ ０生鮮果実
３０ ０きのこ類

５５８ ０合 計

２．食品衛生法に定められた残留農薬基準値以下等の農薬の検出状況

①生鮮野菜（合計：２３９検体）

原 産 国 分 析 品 目 検体数 残留農薬基準値以下等の
（国別検体数合計） 農薬検出状況

（検出農薬数）
アメリカ（16） たまねぎ 8 検出せず

ブロッコリー 8 検出せず
韓国（24） トマト 8 ﾄﾘﾌﾙﾐｿ ﾞｰﾙ(1 )、 ﾌ ﾟﾛｼﾐﾄ ﾞﾝ

（ミニトマトを含む） (2)、ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(1)、ﾋﾟﾘﾀﾞ
ﾍﾞﾝ(1)

ジャンボピーマン 8 ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(1)､ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟ
ﾙ(5)､ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ(2)､ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ
(1)、ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ(1)

ししとうがらし 8 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ(2)
中国 （119） にんにく 8 検出せず

ねぎ 8 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ(1)､ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ(1)
たまねぎ 8 検出せず
ブロッコリー 8 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ(1)、ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ(1)
にんじん 7 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ(2)､ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ(2)

、ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ(1)、ﾎﾚｰﾄ
(1)

ごぼう 8 検出せず
さやえんどう 8 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ(3 ) ､ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ

(3)､ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ(4)
スナップえんどう 8 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ(2 ) ､ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ

(2)､ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ(1)､ﾌｪﾝﾊﾞﾚ
ﾚｰﾄ(1)､ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(1)、ｼﾞﾒﾄ
ｴｰﾄ(1)、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ(1)、

さといも 8 検出せず
しょうが 8 検出せず
にんにくの芽 8 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ(1)
れんこん 8 検出せず
やまのいも 8 検出せず
たけのこ 8 検出せず
くわい 8 ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ(6)、ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ

(1)、ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ(1)
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タイ（16） アスパラガス 8 ｱｾﾌｪｰﾄ(1)、ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ(1)
オクラ 8 検出せず

フィリピン（16） アスパラガス 8 検出せず
オクラ 8 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(1)､ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ(1)、

ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ(2)
たまねぎ 8 検出せずニュージーランド(16)

かぼちゃ 8 検出せず
メキシコ（25） かぼちゃ 9 検出せず

メロン 8 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(4)､ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ(1)
アスパラガス 検出せず8

トンガ(7) かぼちゃ 7 検出せず

冷凍野菜（味付けを含まない （合計：２１０検体）② ）

原 産 国 分 析 品 目 検体数 残留農薬基準値以下等の
（国別検体数合計） 農薬検出状況

（検出農薬数）
中国（157） えだまめ 10 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ(1)、ｼﾞｺﾎｰﾙ(1)、ﾄﾘ

ｱｼﾞﾒﾉｰﾙ(1)、ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ(1)、
ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ(1)、ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘ
ﾝ(1)

さやえんどう 10 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ(1)、ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ(2)、ﾄ
ﾘｱｼ ﾞﾒﾉｰﾙ(1 )、 ﾄﾘｱｼ ﾞﾒﾎﾝ
(1)、

いんげん 10 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ(1)､ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ(1)､
ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ(1)､ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(1)､
ﾊﾟﾗﾁｵﾝ(1)､ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ(1)､ｼﾞｺ
ﾎｰﾙ(1)

そらまめ 10 検出せず
カリフラワー 10 検出せず
さといも 10 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ(1)
にんじん 10 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ(1）
にんにくの芽 10 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ（1）
馬鈴しょ 10 検出せず
ブロッコリー 5 検出せず
ほうれんそう 7 検出せず
こまつな 10 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ(1)、 ﾒﾀﾗｷｼﾙ

(2)、ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ(1)、ｸﾛﾙﾋﾟﾘ
ﾎｽ(1)

れんこん 10 検出せず
オクラ 5 検出せず
ごぼう 10 検出せず

、 、ねぎ 10 ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ(1) ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(1)
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(1) ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ(1)、

いちご 10 ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ(1)､ｼﾞｺﾎｰﾙ(1)､
ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ(1)､ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ
(2)

台湾（16） えだまめ 10 検出せず
ほうれんそう 6 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ(1)、ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ

(1)、ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ(1)
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タイ（25） えだまめ 10 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(1)
いんげん 10 ﾒｿﾐﾙ(4）、ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ(2)、ﾄ

ﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ(2)、ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(2)、
ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(1)

オクラ 5 検出せず
チリ（4） ほうれんそう 4 検出せず
インドネシア(3) ほうれんそう 3 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(1)
メキシコ(5) ブロッコリー 5 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(1)

生鮮果実（合計：７９検体）③

原 産 国 分 析 品 目 検体数 残留農薬基準値以下等の
（国別検体数合計） 農薬検出状況

（検出農薬数）
アメリカ（24） グレープフルーツ 8 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ(1)

オレンジ 8 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(3)､ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ(3)、
ﾌｪﾆｿﾌﾞﾛﾓﾚｰﾄ(1)

レモン 8 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(4)
台湾（8) バナナ 8 検出せず

マンゴー 4 ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(1)タイ（11）
マンゴスチン 7 検出せず

フィリピン（20) バナナ 8 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(3)
パインアップル 8 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ(2)
マンゴー 4 ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(2）
キウイフルーツ 8 検出せずニュージーランド（8）

エクアドル（8） バナナ 8 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(1)

④きのこ類（合計：３０検体）

原 産 国 分 析 品 目 検体数 残留農薬基準値以下等の
農薬検出状況（ ）国別検体数合計
（検出農薬数）

中国(20) 生しいたけ 20 検出せず
韓国(10） マッシュルーム 10 検出せず

※ 食品衛生法に定められた残留農薬基準値とは、農薬が残留している食品を食べることにより摂取

される農薬量を試算し、それが許容１日摂取量（ＡＤＩ）を超えないように設定されている。

（ＡＤＩとは、人がある物質の一定量を一生涯にわたって摂取し続けても、現時点でのあらゆる

知見から見て、認めるべき健康への悪影響がないと推定される一日当たりの摂取量）

※ 検体数とは買い上げた食品の数である。
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